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本論文の目的は、所得税における「老年者控除」の廃止について、その歴史的な意味
を検証するとともに、高齢者の医療制度改正に対する影響を明らかにすることにある。
具体的には高齢者の生活保障に視点を当てて、所得税における老年者控除の廃止と高
齢者の医療制度改革という 2 つの問題が相互に関係しあい、結果的に特定の階層の人た
ちに問題が集積してしまうからくりを実証的に検証する。本論の構成は以下のとおりで
ある。第 1 章は、税制（所得税）の特徴と人的控除の歴史、課税最低限と人的控除の関
係を考察する。第 2 章以降は、1980 年代を税制の方向性の確定期、および高齢者施策
における公的責任の縮小期、1990 年代を 2000 年代初頭から本格的に開始される税制・
高齢者の医療制度改革の準備期、2000 年代初頭を、税制と高齢者の医療保険制度を接
合させながらの高齢者医療保険制度の達成期と位置づける。これらを踏まえて、第 2
章は、1970 年代から 1980 年代の高齢者政策の背景を概観し、第二臨時行政調査会（以
下「第二臨調」）と第二臨調行政改革推進審議会（略称「行革審」）における具体的な施
策を検証する。第 3 章は、1990 年代にどのような高齢者の医療制度の方向性が準備さ
れたのか、税制改革と絡めて検証する。 
2000 年代は税制と高齢者医療制度に分ける。まず第 4 章では公的年金に対する公的
年金等控除という税制の改正内容と老年者控除の廃止の関連を分析する。そして、老年
者控除の廃止がどのような所得層に影響を及ぼしたかについて、ひとつは税制の観点か
ら分析する。もうひとつは国民健康保険料（税）等の負担と合わせた可処分所得の変化
を算出して検討する。同時に国民健康保険の算定方法に内在する所得割額と老年者控除
の廃止がどのように関わっているかを述べる。そして、可処分所得の結果を生活保護世
帯と比較検討を行う。第 5 章は、老人保健制度と老年者控除の廃止が「現役並み所得」
の算定基準改正において接合されたことを実証する。第 6 章は、前期高齢者財政調整制
度及び後期高齢者医療制度を概観し、後期高齢者医療保険の財政のしくみと老年者控除
廃止等の関係を明らかにする。第 7 章は、国民健康保険料（税）を二つの角度から検証
する。ひとつは所得税の人的控除との関係、もうひとつは保険料（税）の算定基準方式
と住民税率改正の視点からである。終章は、所得税の人的控除の廃止と社会保険料の関
係から、特定の所得層の生活を保障する施策としての基礎控除の重要性を論じる。 
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Although the Japanese government has drastically reformed the healthcare 
system for the elderly through changes to the income tax, healthcare and National 
Health Insurance systems, the reforms’ financial impact on the elderly, in particular 
those with an income level just above that of welfare benefit recipients, has not 
been studied properly.  
The paper analyzes the financial relationship between the abolition of the 
income tax exemption for the elderly and income tax changes related to public 
pensions, specifically changes to the allowance for and income category of public 
pensions. Also discussed is the financial relationship between the amount of the per 
income levy in calculating the fee (tax) for National Health Insurance and the 
abolition of the income tax exemption for elderly. Moreover, the paper examines how 
the fee (tax) for National Health Insurance is related to personal income tax 
exemptions and the rate of the resident tax. The author’s calculations demonstrate 
that the reforms have placed the greatest financial burden on people with an 
income level just above that of welfare benefit recipients. In response to this 
negative consequence of abolishing personal exemptions and of changes in the 
social healthcare system, the basic exemption for income tax must be increased in 
order to secure the livelihoods of low-income elderly people.  
 
 
  
